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　このたびは、本製品をお買い上げいただきまして、まことにありがとうございます。
　本書では注意事項と基本的な取り扱い、別紙の「ご利用ガイド」では基本操作を記載して
います。本製品の詳細な設定や別売品などについては、弊社ホームページに掲載の取扱
説明書をご覧ください。
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アイコム株式会社、アイコム、Icom Inc.、アイコムロゴは、アイコム株式会社の登録商標です。
Bluetoothのワードマークおよびロゴは、Bluetooth SIG, Inc.が所有する登録商標であり、アイ
コム株式会社はこれらのマークをライセンスに基づいて使用しています。
AMBE+2は、Digital Voice Systems, Inc.の商標です。
QRコードは、株式会社デンソーウェーブの登録商標です。
本書に記載されている会社名、製品名およびサービス名は、各社の商標または登録商標です。
なお、本文中ではTM、®などのマークを省略しています。
仕様、外観、その他の内容については、改良のため予告なく変更されることがあり、本書の記載
とは一部異なる場合があります。最新の内容は、弊社ホームページで公開しています。
本書の内容の一部、または全部を無断で複写/転用することは、禁止されています。

下記URL、またはQRコードから弊社ホームページ（サポート情報→取扱説明書）にア
クセスすると、取扱説明書を検索できます。

アイコム株式会社　サポート情報
https://www.icom.co.jp/support/

アフターサービスについて
取扱説明書にしたがって、もう一度、本製品の設定などを調べていただき、それでも異常
があるときは、次の処置をしてください。

	 保証期間中は
 お買い上げの販売店にお問い合わせください。
  保証規定にしたがって修理させていただきますので、保証書を添えてご依頼ください。

	 保証期間後は
 お買い上げの販売店にお問い合わせください。
  修理することにより機能を維持できる製品については、ご希望により有料で修理させて

いただきます。

 保証書について
  保証書は販売店で所定事項（お買い上げ日、販売店名）を記入のうえお渡しいたします

ので、記載内容をご確認いただき、大切に保管してください。

 弊社製品のお問い合わせ先について
  お買い上げいただきました弊社製品にご不明な点がございましたら、下記のサポートセ

ンターにお問い合わせください。
	 お問い合わせ先
	 アイコム株式会社	サポートセンター
	 	 0120-156-313	（フリーダイヤル）
	 	 ◆	携帯電話･PHS･公衆電話からのご利用は、
	 	 　	06-6792-4949	（通話料がかかります）
	 	 受付	（平日	9:00〜17:00）
	 	 電子メール：support_center@icom.co.jp
	 	 アイコムホームページ：https://www.icom.co.jp/

R危険
これを無視して誤った取り扱いをすると｢使用者および周囲の人が、
死亡または重傷を負う危険が差し迫って生じることが想定される内
容｣を示しています。

R警告 これを無視して誤った取り扱いをすると｢使用者および周囲の人が、
死亡または重傷を負う可能性が想定される内容｣を示しています。

R注意
これを無視して誤った取り扱いをすると｢人が傷害を負う可能性が
想定される内容および物的損害のみの発生が想定される内容｣を示
しています。

安全上のご注意
◎	使用者および周囲の人への危害や財産への損害を未然に防ぎ、製品を安全に正しくご
使用いただくために､ 守っていただきたい注意事項を示しています｡

◎	次の「R危険」、「R警告」、「R注意」の内容をよく理解してから本文をお読みください。

免責事項について
地震・雷・風水害などの天災および当社の責任以外の火災、本製品の違法な使用、お客
様または第三者が取扱説明書とは異なる使用方法で本製品を使用することにより生じた
損害につきましては、法令上の賠償責任が認められる場合を除き、当社は一切責任を負
いませんので、あらかじめご了承ください。
人命救助などを目的とした通信に本製品を使用し、通信の途絶、故障や誤作動、電池の
消耗などにより、人命に関わる事態が生じても、当社は一切その責任を負いませんので、
あらかじめご了承ください。

■	共通（無線機本体/バッテリーパック/充電器）

 R危険

◎	引火性ガスの発生する場所では絶対に使用しないでください。
 火災、感電、故障の原因になります。
◎	次の事項を守らないと、破裂、発火や火災、発熱、液もれ、感電、けが、故障の原
因になります。
  充電器に指定以外のACアダプターを接続しないでください。
  指定以外のバッテリーパックを充電しないでください。
 指定以外の充電器を使用しないでください。

 R警告

◎		分解、改造しないでください。
 火災、感電、故障の原因になります。
◎		万一、煙が出ている、変なにおいや音がするなどの異常がある場合は、使用しないで
ください。

 そのまま使用すると、火災、感電、故障の原因になります。すぐに電源を切り、煙が
出なくなるのを確認してからお買い上げの販売店、または弊社サポートセンターにお問
い合わせください。

◎		赤ちゃんや小さなお子さまの手が届かない場所で使用、保管してください。
 感電、けがの原因になります。
◎		電子レンジや高圧釜などに入れたり、電磁調理器の上に置いたりしないでください。
 破裂、発火や火災、発熱や発煙の原因になります。
◎	次の事項を守らないと、火災、発熱、感電、けが、故障の原因になります。
 ケーブルの上に乗ったり、重いものを載せたりしないでください。
 ケーブルを加工したり、無理に曲げたり、ねじったり、引っ張ったり、加熱したりしないで

ください。

 R注意

◎	直射日光の当たる場所や空調機器の吹き出し口など、温度変化の激しい場所には設置
しないでください。

 変形、変色、火災、故障の原因になることがあります。
◎		清掃するときは、洗剤や有機溶剤（シンナー、ベンジンなど）を絶対に使用しないでく
ださい。

  ケースが損傷したり、塗装がはがれたりする原因になることがあります。
  ふだんは、乾いたやわらかい布でふき、汚れのひどいときは、水を含ませたやわらか

い布をかたく絞ってふいてください。
◎		ぐらついた台の上や傾いたところなど、不安定な場所に置かないでください。
  落ちたり、倒れたりして、火災、けが、故障の原因となることがあります。
◎		−20℃〜+60℃以外の環境では使用しないでください。
  記載の温度範囲以外でのご使用は、故障の原因になることがあります。

■	無線機本体

 R警告

◎		アンテナやハンドストラップを持って本製品を振り回したり、投げたりしないでください。
 本人や他人に当たって、けがや故障、および破損の原因になります。
◎		アンテナを接続しないで送信したり、送信しながらアンテナを接続したりしないでくだ
さい。

 感電、故障の原因になります。
◎		大きな音量でヘッドホンやイヤホンなどを使用しないでください。
 大きな音を連続して聞くと、耳に障害を与える原因になります。

◎		航空機内や病院など、使用を禁止されている区域では電源を切ってください。
 電子機器や医用電気機器に悪影響を与える原因になります。運用が必要な場合は、使

用する区域の管理者から許可が得られるまで電源を入れないでください。

 R注意

◎アンテナを折り曲げたり、ねじったりしないでください。
 変形や破損の原因になることがあります。
◎		針金などの細い棒でマイクやスピーカーの穴に触れないでください。
  故障の原因になることがあります。
◎		付属品、および指定の別売品以外は使用しないでください。
  故障の原因になることがあります。
◎		テレビやラジオの近くで送信しないでください。
  電波障害を与えたり、受けたりする原因になることがあります。

■	充電器

 R警告

◎	次の事項を守らないと、火災、発熱、感電、けが、故障の原因になります。
  充電器に水を入れたり、ぬらしたりしないでください。また、水にぬれたときは、使

用しないでください。
  ぬれた手で電源プラグや機器に絶対に触れないでください。
 充電器の充電端子接点部に金属類を差し込まないでください。
 電源ケーブルや接続ケーブルに傷がある、またはACコンセントの差し込みがゆるいと

きは、使用しないでください。

 R注意

◎	次の事項を守らないと、火災、液もれ、発熱、感電、故障の原因になることがあります。
 15℃〜40℃以外の環境で充電しないでください。
  湿気やホコリの多い場所、風通しの悪い場所に置かないでください。
 電源ケーブルを抜き差しするときは、電源ケーブルを引っ張らないでください。
 充電後や充電しないときは、ACアダプターを抜いてください。

■	バッテリーパック

 R危険

◎	次の事項を守らないと、破裂、発火や火災、発熱や発煙、液もれ、感電、やけどの
原因になります。
  バッテリーパックの端子にハンダ付けをしないでください。
  バッテリーパックの端子間を針金などの金属類で接続しないでください。
 金属類（針金、ネックレス、鍵など）や導電性のあるものをバッテリーパックの上に放置し

たり、バッテリーパックといっしょに持ち運んだりしないでください。
 バッテリーパックは、単体で水や海水につけたり、ぬらしたりしないでください。
 バッテリーパックからもれ出した液が目に入ったときは、こすらないでください。失

明のおそれがありますので、すぐにきれいな水で洗い流したあと、ただちに医師の
治療を受けてください。

◎	火やストーブのそば、車内や炎天下など、高温になる場所での使用、充電、放置はしな
いでください。

 バッテリーパックの性能や寿命が低下、保護装置が動作して充電できなくなったり、保護
装置が破損したりして、破裂、発煙、発火や火災、液もれ、やけどの原因になります。

◎	火の中に投入したり、加熱したりしないでください。
 バッテリーパック内部のガスに引火して、破裂や火災などの原因になります。
◎	コンクリートなどのかたい床に落としたり、強い衝撃を与えたり、投げ付けたりしないで
ください。

 外観上、ひび割れや破損がない場合でも、内部で破損している場合があり、その状態で
使用をつづけると、破裂、発火や火災、発熱や発煙の原因になります。

 R警告

◎		使用中や充電中に、いつもより発熱するなど異常と感じたときは、使用を中止してくだ
さい。

 使用をつづけると、バッテリーパックの破裂、発熱、液もれ、故障の原因になります。
◎		指定の充電時間以上、充電しないでください。
 指定の充電時間を経過しても充電を完了しないときは、ただちに充電を中止してくださ

い。破裂、発火や火災、発熱や発煙の原因になります。
◎		満充電後、すぐに再充電を繰り返さないでください。
 過充電になり、バッテリーパックの破裂、発熱、液もれの原因になります。
◎		バッテリーパックからもれ出した液が皮膚や衣服に付着したときは、放置しないでくだ
さい。

 皮膚に障害を与えるおそれがありますので、すぐにきれいな水で洗い流してください。
◎		テープを巻きつけたり、加工したりしないでください。
 バッテリーパック内部からガスが発生することがあり、破裂、発熱、液もれの原因にな

ります。
◎		バッテリーパックは、ぬれた状態で無線機や充電器に装着しないでください。
 無線機や充電器の電源端子接点部に水や海水が付着して、故障の原因になります。

 R注意

◎	次の事項を守らないと、破裂、発熱、液もれ、サビ、性能や寿命の低下の原因になる
ことがあります。
  バッテリーパックを満充電にした状態、または完全に使い切った状態で長期間放置し

ないでください。
  長期間バッテリーパックを保管する場合は、満充電のあと、 （残量あり）の状態

を表示するまで使用して、無線機から取りはずし、下記の温度範囲で湿気の少ない
場所に保管してください。

 約1ヵ月 ： −20〜＋50℃　　　約3ヵ月 ： −20〜＋40℃
 約1年 ： −20〜＋20℃
 寒い戸外や冷えたままで充電しないでください。
 無線機を使用しないときは、必ず電源を切ってください。

電波法上のご注意
◎  本製品は、電波法に基づいて、技術基準適合証明（工事設計認証）を受けた製品です。

その証として、技適マークが本製品の認証画面（SETモード(基本)>認証>[FUNC]）に
表示されています。分解や改造をしないでください。

◎  本製品は、アンテナを含めて技術基準適合証明（工事設計認証）を受けた製品です。そ
のため、ご使用いただけるアンテナは、技術基準適合証明（工事設計認証）を受けたも
のに限定されます。アンテナを加工して使用したり、弊社指定以外のアンテナを使用し
たりすると、電波法違反で罰せられる場合がありますので、ご注意ください。

IP無線機としてご使用になる場合
◎  使用できるのは、日本国内に限られています。本製品は、日本国内での使用を目的に

設計･製造しています。したがって、日本国外で使用された場合、本製品およびその他
の機器を壊すおそれがあります。また、その国の法令に抵触する場合がありますので、
使用しないでください。

登録局としてご使用になる場合
◎  登録局の有効期間は、登録日から数えて5年間です。再登録の申請は、有効期間満了

の3ヵ月前から1ヵ月前のあいだに手続きをしてくだい。
◎  本製品は、日本国内における陸上、および日本周辺海域で運用する無線機です。上空

での運用はできませんのでご注意ください。無線局登録状の範囲を超えた運用は、1
年以下の懲役又は100万円以下の罰金に処せられることとなります。

◎  他局の通信を妨害することや、通話の内容をほかにもらし、これを窃用することは、か
たく禁じられています。

免許局としてご使用になる場合
◎  免許状に記載されている範囲内で通信してください。
◎  免許の有効期間は、免許取得日から数えて5年間です。再免許の申請は、有効期間満

了の6ヵ月前から3ヵ月前のあいだに手続きをしてください。
◎  他局の通信を妨害することや、通話の内容をほかにもらし、これを窃用することは、か

たく禁じられています。

使用後はリサイクルへ
この製品は充電式電池使用機器です。
希少な金属を再利用し、地球環境を維持するために、不要になった電
池は廃棄せず、端子部分をテープで絶縁し、充電式電池リサイクル協
力店へご持参ください。
充電式電池リサイクル協力店については、一般社団法人 JBRCの
ホームページでご確認ください。
JBRCホームページ　http://www.jbrc.com/

Li-ion

バッテリーパックの特性と寿命について
◎  バッテリーパックは消耗品です。充電できる回数は、300回〜500回が目安です。
  充電状況を定期的に確認してください。いつもより発熱しているなどバッテリーパッ

クに異常があると思われたときは、使用を中止してください。
◎  発火や火災の原因になることがありますので、劣化したバッテリーパックは使用しな

いでください。
◎ 使用せずに保管しているだけでも、劣化が進行します。
◎ 劣化がはじまると、充電が完了しても運用時間が短くなります。
◎  充電が完了しても、運用時間が極端に短くなったときは寿命です。無線機の性能を

十分活用するため、長くても5年以内の交換をおすすめします。

バッテリーパックの膨らみについて
性質や特性により、内部が劣化し膨張することがあります。
◎ ひんぱんに充電している
◎ 満充電直後でも再充電している
◎ 高温な場所で使用・保管している
◎ 本書で説明する充電方法と異なる
バッテリーパックが膨張した場合は、劣化に伴う寿命ですので、新しいものと交換して
ください。
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取り扱い上のご注意
◎ SIMカードの交換は、お買い上げの販売店にご依頼ください。
◎  本製品を極端に寒い場所から持ち運んだ場合は、結露する可能性があります。結露し

た場合は、自然乾燥させるか、長いあいだ同じ環境に置くなどして、結露がなくなって
からご使用ください。

◎  磁気カードを無線機に近づけないでください。磁気カードの内容が消去されることがあ
ります。

◎ IP無線機としてご使用になる場合、サービスエリア内でも電波の届かない場所（ト
ンネル・地下など）では通信できません。また、電波状態の悪い場所では通信でき
ないこともあります。なお、通信中に電波状態の悪い場所へ移動すると、通信が
途切れることがありますので、あらかじめご了承ください。

◎ 本製品の故障、誤動作、不具合、停電などの外部要因により通信、通話などの機
会を失ったために生じる損害や逸失利益、または第三者からのいかなる請求につ
いても当社は一切その責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。

本製品の比吸収率（SAR）について
本製品は、国が定めた電波の人体吸収に関する技術基準に適合しています。この技術基
準は、携帯型端末などの無線機器から送出される電波が人間の健康に影響を及ぼさない
よう、科学的根拠に基づいて定められたものであり、人体に吸収される電波の平均エネル
ギー量を表す比吸収率（SAR：Specific Absorption Rate）について、これが2W/kg★

の許容値を超えないこととしています。この許容値は、使用者の年齢や身体の大きさに関
係なく十分な安全率を含んでおり、世界保健機関（WHO）と協力関係にある国際非電離放
射線防護委員会（ICNIRP）が示した国際的なガイドラインと同じ値になっています。
本製品の値は0.577W/kg(10g)です。この値は、国が定めた方法に従い、携帯型端末
の送信電力を最大にして測定された最大の値です。個々の製品によってSARに多少の差
異が生じることもありますが、いずれも許容値を満足しています。また、本製品は、基地
局との通信に必要な最低限の送信電力になるよう設計されているため、実際に通話してい
る状態では、通常SARはより小さい値となります。SARについて、さらに詳しい情報をお
知りになりたい方は、下記のホームページをご参照ください。

総務省のホームページ
https://www.tele.soumu.go.jp/j/ele/index.htm
社団法人電波産業会のホームページ
https://www.arib-emf.org/index.html

★  技術基準については、電波法関連省令（無線設備規則第14条の2）で規定されています。

医用電気機器近くでの取り扱いについて

植え込み型心臓ペースメーカー、および植え込み型除細動器や医用電気機器の近くで本製
品を使用する場合は、電波によりそれらの装置・機器に影響を与えるおそれがありますの
で、次のことをお守りください。

◎  植え込み型心臓ペースメーカー、および植え込み型除細動器を装着されている方は、
本製品を植え込み型心臓ペースメーカー、および植え込み型除細動器の装着部位から
15cm以上離して携行、および使用してください。電波により機器の作動に影響を与え
る場合があります。

◎  身動きが自由に取れない状況など、15cm以上の離隔距離が確保できないおそれがあ
る場合、付近に植え込み型心臓ペースメーカー、および植え込み型除細動器を装着し
ている方がいる可能性がありますので、本製品を使用しないでください。電波により機
器の作動に影響を与える場合があります。

◎ 医療機関の屋内では次のことに注意してご使用ください。
   手術室、集中治療室（ICU）、冠状動脈疾患監視病室（CCU）には本製品を持ち込まな

いでください。
  病棟内では、本製品を使用しないでください。
   ロビーなどであっても付近に医用電気機器がある場合は本製品を使用しないでくだ

さい。
   医療機関が個々に使用禁止、持ち込み禁止などの場所を定めている場合は、その医

療機関の指示にしたがってください。
◎  医療機関の外で、植え込み型心臓ペースメーカー、および植え込み型除細動器以外の

医用電気機器を使用される場合（自宅療養など）は、電波による影響について個別に医
療用電気機器メーカーなどにご確認ください。電波により機器の作動に影響を与える場
合があります。

電磁ノイズについて
以下に示すようなインバーター回路内蔵の電子機器の近くで使用すると、電磁ノイズの影
響を受けて、正常に受信できないことがあります。
インバーター回路内蔵のおもな電子機器
◎LED照明器具 ◎電磁調理器 ◎給湯器
◎自動車に搭載された電子機器 ◎太陽光発電装置

2.4GHz帯の電波干渉についてのご注意
Bluetoothの通信では2.4GHz帯の電波を使用するため、次のことがらに注意してくだ
さい。
この機器の使用周波数帯では、電子レンジ等の産業・科学・医療用機器のほか工場の製造
ライン等で使用されている移動体識別用の構内無線局（免許を必要とする無線局）および
特定小電力無線局（免許を必要としない無線局）並びにアマチュア無線局（免許を必要とす
る無線局）が運用されています。
◎  この機器を使用する前に、近くで移動体識別用の構内無線局および特定小電力無線局

並びにアマチュア無線局が運用されていないことをご確認ください。
◎  万一、この機器から移動体識別用の構内無線局に対して有害な電波干渉の事例が発生

した場合には、使用場所を変更するか、Bluetoothのご使用をお控えください。
◎  その他、この機器から移動体識別用の特定小電力無線局あるいはアマチュア無線局に

対して有害な電波干渉の事例が発生した場合など、何かお困りのことが起きたときは、
弊社サポートセンター（表面）へお問い合わせください。

現品表示記号の意味について

｢2.4｣ ：2.4GHz帯を使用する無線設備
｢FH｣ ：FHSS方式
｢1｣ ：想定干渉距離が10m以下
｢ ｣ ： 全帯域を使用し、かつ移動体識別用の構内無線局および特定小電力無線局並

びにアマチュア無線局の帯域を回避不可

音声圧縮（符号化）方式について
本製品は、米国DVS社の開発したAMBE(Advanced Multi-Band Excitation)方式を
採用しており、AMBE+2™方式に対応しています。
The AMBE+2™ voice coding Technology embodied in this product is protected by 
intellectual property rights including patent rights, copyrights and trade secrets 
of Digital Voice Systems, Inc. This voice coding Technology is licensed solely for 
use within this Communications Equipment. The user of this Technology is explic-
itly prohibited from attempting to extract, remove, decompile, reverse engineer, or 
disassemble the Object Code, or in any other way convert the Object Code into a 
human-readable form. U.S. Patent Nos. #8,595,002, #8,359,197, #8,315,860, 
#8,200,497, #7,970,606 and #6,912,495 B2.

ファームウェアの自動更新について
本製品は、自動的にファームウェアが更新されることがありますので、あらかじめご了承く
ださい。
※更新中は、本製品をご利用いただけませんのでご注意ください。

付属品
□アンテナ  □ベルトクリップ(MB-133) 
□バッテリーパック（BP-303）  □ご使用になる前に(本書) 
□保証書  □ご利用ガイド
※ お使いになる製品によっては、バッテリーパックが同梱されていない場合がありますが、

別売品としてもご用意しています。

■	アンテナの取り付け

アンテナ

■	ベルトクリップの取り付け
バッテリーパック単体の状態で、ベルトクリップを着脱してください。

ベルトクリップ 1
2

取りはずすときは、ここに指をかけて
はずしてください。

取り付けるときは、「カチッ」と音がする
までスライドさせてください。

■	バッテリーパックの取り付けと取りはずし
本体の電源を切った状態で、バッテリーパックを着脱してください。
	 取り付けるとき	 取りはずすとき

バッテリーパック
取りはずしレバー

1

1

2

1

1

2

R注意
しばらく使用しないときは、バッテリーパックを本製品から必ず取りはずしてください。
本製品の電源を切った状態でも、常に微少の電流が流れていますので、電池が消耗す
る原因になります。

2

3
4

1

保護カバー コネクター

ネジ

コイン

R注意
ネジがゆるまない程度の適切
な力で締めてください。
強く締めすぎると、コネクター
や機器の破損につながります。

別売品
本製品を便利にお使いいただくため、別売品をご用意しています。
※ 別売品については、弊社ホームページ http://www.icom.co.jp/ をご覧ください。

■	充電のしかた（BC-227の場合）
お買い上げいただいたときや2ヵ月以上使用しなかったときは、必ず充電してから、ご使
用ください。

急速充電器
（BC-227）

充電ランプ
橙色点灯：充電中
緑色点灯：充電完了

ACアダプター
（BC-123S）

AC100Ｖ
コンセントヘ

1

2
3

電源を切るバッテリーパック
（BP-303）

R危険
◎  充電するときは、必ず本製品に対応した充電器（弊社ホームページに掲載）をご使

用ください。
◎  「安全上のご注意」（表面）を併せてお読みになり、安全な方法で充電してください。

■	運用時間と充電時間の目安

運用時間

LTEモード 約25時間

DCRモード 送信出力
1W 約15時間

5W 約13時間

充電時間（BC-227使用時） 約4.4時間
条件　 BP-303を使用して、送信5、受信5、待ち受け90の割合で繰り返し運用 

Bluetooth：OFF、バックライト：OFF、パワーセーブ：OFF
※ご使用になる運用モードやバッテリーパック、充電器によって、運用時間や充電時間が異なります。
※ お買い上げ時にGPS機能が設定されている場合、圏外やローミングを繰り返す環境でご使用に

なる場合、運用時間は短くなります。 
※バッテリーパックの残量がない状態で充電した場合の時間です。

■	スピーカーマイクロホンなどの接続
スピーカーマイクロホンやヘッドセットなどを接続するときは、無線機の電源を切ってから、
図のように保護カバーを取りはずし、別売品のコネクターを接続してください。
※ 防水性能の維持と端子保護のため、別売品を接続しないときは、保護カバーを取り付けてご使用

ください。


